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代替造影剤を用いた消化管造影検査の包括同意について 

1．代替造影剤の使用について 

当院では、胃瘻交換などの際に消化管造影検査を行っております。これまでは造影剤「ガストログラフィン」

を使用しておりましたが、現在供給が不安定な状態で全国的に入手が困難となっております。 

そのため当院では、「イオパミドール」など別の造影剤を使用して検査を行わせて頂くこととなりました。こ

れらの造影剤は海外では消化管造影に広く使われていますが、日本国内においては、添付文書上の効能・効果

に消化管造影での使用が含まれておらず、「適応外使用」に該当します。当院では、診療上必要と判断した場

合に限り、本剤を使用します。本書をもって同意に代えさせて頂きますよう、ホームページ上で一括して情報

を公開する方法をとらせて頂いております。 

２．「適応外使用」について 

お薬は通常、添付文書に書かれた使い方に従って使用されます。しかし、医学的に必要な場合には、添付文書

に記載のない方法で使用することがあり、これを「適応外使用」と呼びます。イオパミドール等を消化管造影

検査に使うことも、この「適応外使用」に当たります。 

「適応外使用」と聞くと少し不安に思われるかもしれませんが、海外では消化管の穿孔や縫合不全が疑われる

患者さんの検査に広く使われおり、効果や安全性についても問題ないことが確認されており、国内でも、大学

病院等の総合病院で代替の造影剤として使用されることが公表されております。 

３．治療費について 

この検査にかかる費用は、通常の保険診療と同じように取り扱わせて頂きます。 

４．ご質問・お問い合わせ先 

本書の内容について、ご質問やご不明な点がございましたら、お尋ねください。 

担当部署 室蘭太平洋病院 事務部 平尾暢章 

電話番号 ０１４３－５９－２２１１（代表） 

受付時間 平日 ８：４５～１７：００ 

 


